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「わたしの植物図鑑～加藤あきさんのスケッチ帳より～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　関連行事
☆「植物観察画教室」4 月 11 日 ( 土 )　
　植物形態学の基礎を学びながら、植物の絵を描く講座です。これから植物を勉強したい人や絵を描
きたい人向け（彩色は行いません）。　  　講師：松本千鶴氏（植物画家）および担当学芸員

　　申込締切：3月 31 日必着
　　対象：全年齢　30 名（申込多数の場合は抽選）　
☆「生きもの描き方教室（鳥）」3 月 29 日（日）　　
　生きものの特徴ってなんだろう？鳥の種類の特徴をつかん　
　で、描いてみましょう。この講座内で描いた絵は、終了後展
　示室廊下に会期終了まで展示します（希望者のみ）。
　講師：神戸宇孝氏（野鳥画家）／申込締切：3月 19 日必着
　対象：小中学生　30 名（申込多数の場合は抽選）　
☆「身近な植物たち～ギャラリートークに換えて～」
　4 月 5 日、4月 25 日　14：00 ～ 15：00
　博物館周辺で実際に植物を観察してみましょう。身近な植物
　を見ながら、特徴について、担当学芸員が解説します。
　参加：自由
☆「ボタニカルアートでみる身近な植物の世界」
　3 月 20 日～ 5月 6日　２F情報コーナー

　南足柄市の大雄山最乗寺参道には、中国式の星
座名を冠した珍しい石の道しるべが建っています。
一丁目～二十八丁目の道程を知らせると同時に、
参拝者を導く灯籠として設けられたものです。現
存する二十八宿道標には３つの種類があり、それ
ぞれ元治元年、明治 40 年、平成 2年に建てられま
した。そして、このうち最多の 26 基（他に番外 2
基あり）を残す明治 40 年の道標は、江戸時代から
続いた浅草の花街新吉原の遊廓楼主らが寄付した
ものです。
　有名な東京の遊里吉原の人々が、なぜ遠い大雄
山に道しるべを寄付したのでしょう？
　あるいは道端に倒れ、あるいは苔むした全道標
写真に、台東区図書館よりお借りする明治の吉原
史料をまじえて展示し、星の名を用いたお洒落な
道しるべと、これを寄付した吉原の人々の足跡を
探ります。

かつて新吉原江⼾町⼆丁⽬、伏⾒町と通称された台東区千束
町の通り。⼆⼗⼋宿道標寄付に尽⼒した新⿓ヶ崎楼があった。

寄贈品コーナーの展示　3 月 4 日 （水） ～ 3月 29 日 （日）

道了尊 ・星の参道
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